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閣
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六
号

平
成
十
六
年
九
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
国
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
日
受
領

答

弁

第

四

六

号



衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
国
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
元
年
九
月
末
当
時
の
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
量
を
推
計
す
る
こ
と
は
資
料
が
な
い
た
め
困
難
で
あ
る
の
で
、
乾
燥

弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
の
使
用
を
中
止
し
、
麻

し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
単
独
接
種
へ
の
切
替
え
が
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
資
料
に
あ
る
「
医
薬
品
の
有
用
性
の
限
界
近
く
に
位
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い

て
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
文
面
か
ら
推
測
す
る
に
、
当
時
の
認
識
と
し
て
無
菌
性
髄
膜
炎
の
リ
ス
ク
は
存
在
し
、

使
用
上
の
注
意
の
改
訂
に
よ
る
注
意
喚
起
で
の
対
応
を
検
討
し
た
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
の
有
効
性
と
の
比
較
衡
量
に

よ
る
「
医
薬
品
の
有
用
性
」
は
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
厚
生
省
薬
務
局
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の

使
用
を
見
合
わ
せ
る
選
択
を
行
う
方
向
に
傾
い
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
際
し
て
は
、
「
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

一



て
」
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
九
日
付
け
健
医
感
発
第
九
十
三
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
結
核
・
感
染
症
対
策

室
長
通
知
。
以
下
「
昭
和
六
十
三
年
室
長
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
「
麻
し
ん
の
接
種

の
と
き
に
こ
れ
を
希
望
者
に
は
使
っ
て
も
よ
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」
と
の
留
意
事
項
を
示
す
と
と
も
に
、

「
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
貴
管
下
市
町
村
長
の
指
導
に
遺
憾
な
き
を
期
さ
れ
た
い
。
」
と
示
し
、
周
知
し
て
い
た

も
の
で
あ
り
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
み
の
接
種
を
実
施
す
る
旨
広
報
す
る
等
の
判
断
を
行
っ
た
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
Ｍ

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
回
の
接
種
で
麻
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
及
び
風
し
ん
の
三
疾
病
に
つ
い
て
免
疫
を
付
与
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
を
強
く
し
た
り
す
る
お
そ
れ
は
な
く
感
染
症
対
策
上
有
意
義
で
あ
る

と
の
認
識
の
下
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
と
の
昭
和
六
十
三
年
室
長
通
知
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
対
応

を
行
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
の
ア
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
元
年
七
月
七
日
付
け
厚
生
省

保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
結
核
・
感
染
症
対
策
室
予
防
接
種
係
事
務
連
絡
。
以
下
「
事
務
連
絡
」
と
い
う
。
）
は
、
「
予
防

接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
九
日
付
け
健
医
発
第
千
四
百

二



三
十
三
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
通
知
。
以
下
「
局
長
通
知
」
と
い
う
。
）
及
び
昭
和
六
十
三
年
室
長
通
知
の
内
容
を
踏
ま

え
つ
つ
、
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
平
成
元
年
は
無
菌
性
髄
膜
炎
が
流
行
し
て
い
る
趣
が
あ
り
、
七
月
、
八
月

を
避
け
て
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
七
月
七
日
付
け
で
各
都
道
府
県
予
防
接
種
担
当

者
に
対
し
て
周
知
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
に
関
し
最
初
に
報
告
を
受
け
た
日
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
の
イ
に
つ
い
て

局
長
通
知
に
お
い
て
は
「
麻
し
ん
の
定
期
の
予
防
接
種
に
当
た
っ
て
、
同
時
に
風
し
ん
及
び
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種

を
受
け
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
」
と
示
し
て
い
る
が
、
局
長
通
知
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
同
日
付
け
で
発
出
さ
れ
た

昭
和
六
十
三
年
室
長
通
知
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
「
麻
し
ん
の
接
種
の
と
き
に
こ
れ
を
希
望
者
に
は
使

っ
て
も
よ
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」
と
の
留
意
事
項
を
示
す
と
と
も
に
、
「
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

貴
管
下
市
町
村
長
の
指
導
に
遺
憾
な
き
を
期
さ
れ
た
い
。
」
と
示
し
て
お
り
、
事
務
連
絡
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
活
用
を
示

三



し
た
昭
和
六
十
三
年
室
長
通
知
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く

か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
」
（
平
成
元
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
健
医
感
発
第
百
十
二
号
厚
生
省
保
健

医
療
局
疾
病
対
策
課
結
核
・
感
染
症
対
策
室
長
通
知
。
以
下
「
平
成
元
年
室
長
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
無
菌
性
髄
膜
炎
を
発
症
す
る
者
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
従
来
の
積
極
的
な
推
奨
を
改
め
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
、
副
反
応
等
に
つ
い
て
周
知
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
の
（
一
）
に
つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
末
ま
で
の
予
防
接
種
法
上
の
定
期
予
防
接
種
に
よ
る
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
数
は
千
六
十
万
二
千
百

六
十
九
人
、
同
年
末
ま
で
の
同
ワ
ク
チ
ン
認
定
被
害
者
数
は
四
十
六
人
、
平
成
十
五
年
末
ま
で
の
同
ワ
ク
チ
ン
認
定
被
害
者

数
は
百
十
九
人
で
あ
り
、
平
成
元
年
九
月
末
ま
で
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
認
定
被
害
者
は
お
ら
ず
、
平
成
十
五
年
末
ま
で
の
同

ワ
ク
チ
ン
認
定
被
害
者
数
は
千
四
十
人
で
あ
る
。
な
お
、
定
期
予
防
接
種
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
数
は
、
平
成
八
年
ま

で
は
年
単
位
で
、
平
成
九
年
度
以
降
は
年
度
単
位
で
都
道
府
県
を
通
じ
て
市
区
町
村
か
ら
報
告
を
求
め
て
い
る
た
め
、
平
成

十
五
年
末
ま
で
の
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
数
、
平
成
元
年
九
月
末
ま
で
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
数
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
平
成
五
年
四
月
二
十
七
日
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
見
合
わ
せ
る
旨
の
通
知
を
各
都
道
府
県
衛

四



生
主
管
部
（
局
）
長
あ
て
に
発
出
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
末
ま
で
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
数
は
平
成
五
年
末

ま
で
の
被
接
種
者
数
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
数
は
百
八
十
三
万
千
七
十
二
人
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
種
類
や
程
度
は
多
様
で
あ
る
た
め
、
単
に
認
定
被
害
者
数
を

も
っ
て
両
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
を
比
較
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
単
独
で
接
種
し
た
場
合
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
自
然
感
染
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

の
評
価
に
際
し
て
、
自
然
感
染
し
た
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
状
況
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
起
こ
る

お
た
ふ
く
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
無
菌
性
髄
膜
炎
の
状
況
を
比
較
し
た
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
元
年
十
二
月
二
十
日
に
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か

ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
に
つ
い
て
（
意
見
）
」
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
起
こ
る
お
た
ふ
く
か

ぜ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
無
菌
性
髄
膜
炎
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
症
状
は
い
ず
れ
も
軽
度
で
あ
り
、
後
遺
症
を
残
す

恐
れ
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
自
然
感
染
し
た
場
合
に
は
数
十
倍
か
ら
数
百
倍
の
高
い
確
率
で
無
菌

性
髄
膜
炎
が
発
生
す
る
ほ
か
、
脳
炎
等
の
合
併
症
や
聴
力
障
害
等
の
後
遺
症
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
よ
る

五



死
亡
者
が
毎
年
数
名
報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
自
然
感

染
し
た
場
合
と
比
較
す
る
と
効
果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
と
い
え
る
」
と
さ
れ
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
の
無
菌
性
髄
膜
炎

の
発
生
頻
度
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
自
然
感
染
し
た
場
合
の
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
頻
度
よ
り
も
低
い
こ
と
、
ま
た
、
Ｍ
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
回
の
接
種
で
麻
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
及
び
風
し
ん
の
三
疾
病
に
つ
い
て
免
疫
を
付
与
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
被
接
種
者
の
肉
体
的
、
経
済
的
及
び
時
間
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
感
染
症
対
策
上
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
麻
し
ん

の
定
期
予
防
接
種
に
お
い
て
、
希
望
者
に
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
を
認
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
元
年
室
長
通
知
の
別
紙
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
」
の
記
述
は
、
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会

に
お
け
る
そ
の
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
た
客
観
的
か
つ
専
門
的
な
審
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
情
報
提

供
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
偏
っ
た
情
報
提
供
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

社
団
法
人
北
里
研
究
所
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
書
に
つ
い
て
は
平
成
十
五
年
十
一
月
十
三
日
に
、
ま
た
武
田
薬
品
工

業
株
式
会
社
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
書
に
つ
い
て
は
平
成
六
年
十
月
十
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
返
納
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

六



社
団
法
人
北
里
研
究
所
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
十
一
月
に
、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
平
成
五
年
四
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
が
中
止
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基

づ
く
輸
入
承
認
に
係
る
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
有
効
性
、
安
全
性
等
に
係
る
情
報
に
基
づ
き
、
薬
事
・
食
品

衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
適
切
に
承
認
審
査
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
自
閉
症
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
か
ら
平
成
十
五
年
に
か
け
て
の
英
国
の
ワ

ク
チ
ン
・
予
防
接
種
合
同
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
Ｉ
）
、
医
学
安
全
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）
、
米
国
の
医
学
研
究
所
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
の

独
立
委
員
会
、
米
国
小
児
科
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
会
議
等
で
検
討
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
が
自
閉
症
や
そ

の
関
連
疾
患
の
原
因
と
な
る
と
い
う
仮
説
を
裏
付
け
る
証
拠
は
存
在
し
な
い
と
の
医
学
的
知
見
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
そ
の
因
果
関
係
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
健
康
被
害
を
受
け
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
障
害
児
養
育
年
金
又
は
医
療
費
等

七



の
支
給
を
受
け
た
者
の
長
期
予
後
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
四
月
現
在
に
お
い
て
障
害
児
養
育
年
金
等
を
受
給
中
で
あ
る

者
は
、
そ
の
障
害
の
状
態
等
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
の
届
出
を
通
じ
て
、
こ
れ
以
外
の
者
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

よ
る
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
等
に
お
け
る
医
療
費
等
の
支
給
申
請
を
通
じ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
た
に
被
害

者
の
長
期
予
後
や
自
閉
症
に
関
す
る
調
査
を
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
財
団
法
人
阪
大
微
生
物
病
研
究
会
の
自
社
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
自
社
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
の
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
頻
度
が
違
う
と
い
う
報
告
を
受
け
、
平
成
五
年
四
月
二
十
八
日
に
当
時
の

厚
生
省
薬
務
局
が
行
っ
た
調
査
の
指
示
に
対
し
、
平
成
五
年
五
月
十
日
に
財
団
法
人
阪
大
微
生
物
病
研
究
会
よ
り
同
研
究
会

製
造
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
デ
ー
タ
、
性
状
及
び
製
造
経
過
等
に
関
し
報
告
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
報
告
に

お
い
て
、
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
用
い
ら
れ
た
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
原
液
と
、
自
社
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
用
い

ら
れ
た
原
液
と
で
は
、
製
造
工
程
に
一
部
異
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
厚
生
省
薬
務
局
職
員

が
事
実
関
係
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
薬
事
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

八



一
〇
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
末
ま
で
に
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
健
康
被
害
を
受
け
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
医
療
費
等
の
支

給
を
受
け
た
者
は
千
四
十
人
で
あ
り
、
同
法
に
基
づ
き
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
が
導
入
さ
れ
た
昭
和
五
十

二
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
五
年
末
ま
で
に
医
療
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
の
総
数
二
千
四
百
六
十
八
人
に
占
め
る
割

合
は
四
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
含
め
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
種
類
や
程
度
は
多
様
で
あ
る
が
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後

に
健
康
被
害
を
受
け
た
者
の
大
半
は
後
遺
症
を
伴
わ
な
い
無
菌
性
髄
膜
炎
を
発
症
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
後
の
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
頻
度
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
自
然
感
染
し
た
場
合
の
無
菌
性
髄
膜
炎
の
発
生
頻
度

よ
り
も
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
に
述
べ
た
四
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
割
合
を
も
っ
て
問
題
が
あ
る

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

九


